
2025年度第１回多文化共生 庁内推進委員会での意見
ね ん どだい かいた ぶ ん かきょうせいちょうないすいしんいいんかい い け ん

〇防災訓練に 外国人ひとりが 参加してくれた。
ぼうさいくんれん がいこくじん さ ん か

国際交流協会が 行っている 「外国人のための防災教室」で 地震や
こくさいこうりゅうきょうかい おこな がいこくじん ぼうさいきょうしつ じ し ん

避難の話をする。
ひ な ん はなし

○外国人の 両親をもつ 子どもが 増えている。
がいこくじん りょうしん こ ふ

学校では 母国語支援員〈勉強や 学校生活を 助ける人〉がいる。
がっこう ぼ こ く ご しえんいん べんきょう がっこうせいかつ たす ひと

急な対応も 多く、難しい。
きゅう たいおう おお むずか

○外国人が 市役所に 来たときは、携帯電話の 翻訳機能を 使っている。
がいこくじん しやくしょ き けいたいで ん わ ほんやくき の う つか

申請書の 記入例を 外国語で作っている。
しんせいしょ きにゅうれい がいこくご つく

○外国人の方が、翻訳機能に 慣れている。
がいこくじん ほう ほんやくき の う な

○学校や 保育所には、困っている人が多い。
がっこう ほいくしょ こま ひと おお

○派遣会社からの 紹介で、 南丹市で 働く 外国人が 増えている。
は け んがいしゃ しょうかい なんたんし はたら がいこくじん ふ

仕事が 合わず、辞める人もいる。
し ご と あ や ひと

○交通やゴミの 決まりなど、会社で 研修をしているが、なかなか難しい。
こうつう き かいしゃ けんしゅう むずか

○外国人は 地域にとって 大切な人。
がいこくじん ち い き たいせつ ひと

みんなが 住んでよかったと 思えるようなまちを 考える必要がある。
す おも かんが ひつよう

市役所での 外国人との つながりや、外国人について 思うことを 話しあい
しやくしょ がいこくじん がいこくじん おも はな

ました。
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